
○医療環境整備事業 1,389,735千円
・医療機関への施設整備補助（ECMO（体外式膜型人工肺）、簡易陰圧装置等）や個人防護

具の配布等により、県内医療環境を整備

○ドライブスルーPCR検査整備事業 17,964千円
・医療機関の駐車場等でPCR検査を行うための体制整備

○ＥＣＭＯチーム等養成研修事業 1,500千円
・ECMO （体外式膜型人工肺）治療を取り扱える医療従事者を増やすため、研修実施を支援

○オンライン診療等提供体制整備事業 18,775千円
・オンライン診療等の活用を図るため、診療所等における機器・ソフトウェア等の導入支援、
オンライン診療の実施のための研修実施を支援

○保健所機能等体制強化事業 339,032千円
・保健所等の体制強化のため、嘱託医、保健師（元保健所職員等）、看護師等を配置

・重症患者に対応するため、中央病院、厚生病院に簡易陰圧装置、人工呼吸器、ＥＣＭＯ（体
外式膜型人工肺）、個人防護具等治療関連機器を追加で整備

○医療機器等整備事業 105,004千円

○Ｗｅｂツールを活用したオンライン採用活動支援事業 24,648千円
・感染リスクを伴わないWeb上での合同企業説明会による企業情報の発信や、Web面接な
どITを活用した就職活動事業の展開を支援

【主な事業】

○ＩＣＴ環境整備事業 46,370千円
・オンライン学習対応のため、県立高校生徒への貸し出し用のモバイルルーターを整備、教
育情報ネットワークのインターネット回線を増強

○臨時休業中における家庭学習支援事業 27,746千円
・学校の臨時休業中において、情報技術を用いた家庭学習（ｅラーニング）教材の普及を推進
するとともに、読書感想文コンクール等を実施

○県⽴特別支援学校通学支援事業 75,230千円
・感染症リスク軽減のためのスクールバスの増便、重症化するリスクが高い児童生徒の送迎
支援

○新型コロナウイルス感染症対策事業（軽症者等宿泊療養運営事業）
299,436千円

・症状がない又は医学的に症状が軽い方の安静・療養に必要となる居室を確保（民間宿泊
施設の借り上げ等）

○こども食堂緊急応援事業 4,598千円
・こども食堂等の感染防止対策（会場変更等）を支援

等

○企業内感染症防止対策緊急支援事業 111,000千円
・県内中小企業等が事業所内で行う、感染拡大防止の取組（パーテーション設置、TV会議シ
ステム等）を支援、感染症が発生した際の事業継続のためのBCP策定を促進

○⼊院医療トリアージセンター設置事業 19,049千円
・広域的に入院調整が必要となる場合に、重症度を区分（トリアージ）するトリアージセンター
を運営し、入院調整や患者搬送の調整等を実施

①新型コロナウイルス緊急対策
＜医療体制の充実等＞ ＜企業の感染防止対策・事業継続支援＞

＜教育や子育て支援等＞

○マスク流通促進緊急対策事業 35,000千円
・県民がマスクを購入する機会を確保するための仕組みを、県内流通事業者や小売り事業者
と連携して構築

39 億円

○新型コロナウイルス⼊院患者家族支援事業 14,189千円
・陽性患者が医療機関に入院したことにより、家族の介護や子どもの監護が困難となる場合に、
入院患者の家族に対して必要な支援

○県庁BCP環境整備事業 29,000千円
・県庁BCPの観点からテレワーク環境を整え、県業務の継続性を確保することで、県民にとって
安定的に行政サービスが受けられる環境を整備

資料１
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・無利子期間、据置期間、無保証料期間を拡充し、中小企業等の資金繰り負担を軽減

○企業⾃⽴サポート事業（新型コロナウイルスによる影響に対応した制度融資）
［融資枠］320億円追加（総額400億円）

○頑張ろう「食のみやこ鳥取県」緊急支援事業 300,000千円
・食のみやこの魅力発信として、県産農林水産物を活用した新たな取組（テイクアウト、商品開発
等）や、休業中の雇用継続に取り組む飲食店や旅館等の幅広い取組に１０万円を支援

○とっとりアート緊急支援プロジェクト事業 12,000千円
・鳥取から文化芸術の灯を守るため、無観客公演や表現の場を失った文化芸術活動へ支援

○和牛肥育経営緊急支援事業 65,656千円
・和牛肉の消費が低迷する中、肥育農家の経営安定のため、肉用牛肥育経営安定対策（牛マ
ルキン）を拡充

○原木安定供給等緊急対策事業 10,000千円
・住宅着工の低迷等により合板の需要が減少する中、合板用原木等の保管に必要なストック
ヤードの確保やチップのバイオマス活用を支援

○県産牛肉学校給食提供事業 160,000千円
・需要が減少している鳥取和牛などの県産牛肉を、小中学校の給食に提供し、子どもの頃から
県産牛肉に親しむ機会をつくり学校現場での食育を推進

【主な事業】

○越境ＥＣ販路開拓支援事業 5,000千円
・越境ECによる販路開拓の取組をセミナー開催や販路開拓補助金で支援

○雇用維持地域人材育成事業 62,500千円
・県内事業者が実施する、雇用の維持と休業等の期間を利用した教育訓練や研修などのスキ
ルアップを図る取組を支援

○危機突破企業緊急応援事業 230,000千円
・県内中小企業が新型コロナウイルス感染症の影響による経営危機を克服するために行う、新
分野進出などの新たな取組に５０万円（補助率３／４）を支援

等

○緊急雇用対策農林⽔産ささえあい事業 11,310千円
・休業中の従業員の雇用対策として、農林水産分野での受け皿づくりを行うとともに、新型コロ
ナウイルス感染拡大に負けないための営農活動等の支援体制を構築

○観光誘客Ｖ字回復事業 100,000千円
・国の「Go To Travel キャンペーン」実施に合わせ、「癒し」や「やすらぎ」などをテーマとした本

県独自のキャンペーン等を展開し、国内外から本県への誘客を促進

○首都圏アンテナショップでの消費拡大・V字回復キャンペーン事業 10,351千円
・新型コロナウイルス収束時に、誘客促進や県産品の販売促進のため首都圏アンテナショップ
で消費喚起するキャンペーンを実施

② 経済雇用緊急対策
＜県内企業への緊急支援＞

＜農林水産業への支援＞

＜緊急雇用対策＞

＜文化芸術への支援＞

＜感染収束後のＶ字回復期の支援＞

○県産魚の消費拡大支援事業 1,972千円
・減少している県産魚の消費を下支えするため、量販店、鮮魚直売店等と連携して県産魚フェア
を開催、魚食普及動画等を活用し県産魚の販売を促進

○「食のみやこ鳥取県」ふるさと産品巣ごもり応援事業 5,000千円
・巣ごもり需要に対応するため、県内の直売所等から県外の親族や友人等に県産農林水産物
等の産品（ふるさと産品）の配送することを応援

○コロナに負けない︕とっとり絆事業 5,000千円
・自宅待機などで外出できず、生活に支障が出ている県民を支援するボランティア活動に助成

107 億円

執行体制を整備し、速やかに
県内企業等への支援を行っていく

2



【主な事業】頑張ろう「食のみやこ鳥取県」緊急支援事業
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けながらも頑張る県内の
飲食店や宿泊事業者、観光事業者等のみなさまを応援します︕
◆頑張ろう「食のみやこ鳥取県」緊急支援事業 ３億円

⇒飲食店や宿泊事業者、観光事業者等の頑張りを応援

▶休業中の事業や雇用継続の取組

▶県産農林水産物を活用した取組（テイクアウト等） 等

・４月２４日から募集を開始
⇒ 最速で４月中に支払いを予定

・事業者からの相談に対応する電話窓口を県庁、総合事務所に設置
県庁（０８５７－２６－７９８５、７９８６） ＧＷを含め当面毎日開設
中部総合事務所（０８５８－２３－３９８５） 平日のみ対応
西部総合事務所（０８５９－３１－９６３７） 平日のみ対応
日野振興センター（０８５９－７２－２０８５） 平日のみ対応

の幅広い頑張りに１０万円を支援
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【主な事業】危機突破企業緊急応援事業

◆緊急応援事業（経営危機克服型） ２億円
⇒県内中小企業が新型コロナウイルス感染症の影響による経営危機を克服するために行う、新分野

進出などの新たな取組を支援。（補助率：３／４ 補助上限５０万円）

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた
県内中⼩企業の新たな取組みを応援します︕︕

〜こんな事業が対象です〜
■製造業が取引先を拡大するため新技術・新商品開発
■運輸・交通事業者が既存の⾞両を活⽤してデリバリーなど
新たなサービスを展開

⇒「非対面ビジネス」への転換やテレワーク等の環境整備への取組が加速していることから、県内中
小企業の感染対策に向けたシステム開発等を支援。（補助率：２／３ 補助上限１，０００万円）

◆緊急応援事業（感染症対策型） 3千万円

（ＷＥＢ会議） （自動応答） （ドライブスルー）

★４月２４日から受付開始 ★ＧＷも含め当面毎日対応
補助金相談窓口 ０８５７－２６－７９８８
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県⺠の皆様にマスクを提供する仕組み

１ とっとりささえあいマスクバンク

マスクを必要とする家庭や中⼩事業者に、県⺠の善意により寄付され
たマスクをお届けできるよう、「とっとりささえあいマスクバンク」を
開始するとともに、県内５か所に相談窓口を開設（（4/27〜）
⇒ マスクが欲しい人と寄付したい人をマッチング

２ マスク流通促進緊急対策事業

県が流通事業者や⼩売事業者と連携し、マスクを確保した上で、県が
発⾏するマスク購⼊券を県内全世帯に配布（郵送）し、購⼊意思のある
世帯が⼩売店舗で購⼊
⇒ 県⺠が購⼊しづらいマスクを⼀定数購⼊できるよう環境を整備
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【主な事業】地域経済変動対策資金の拡充
○深刻化する中⼩企業等の資⾦繰りを⽀援するため、市町村と協調して

新型コロナウイルス向けの制度融資を⾒直し、⽀援を拡充する。
【見直し概要】
●新型コロナウイルス向けの地域経済変動対策資金

①融資実行枠を当初予算の８０億円から４００億円へ増額。
②無利子期間の延長 ３年⇒５年

※無利子対象事業者の拡充
現行の「売上高１５％以上減少の企業」に加え、以下に該当する者を追加する。
・「売上高５％以上減少の個人事業主」
・「中部地震被災企業向け資金（５年間無利子、無保証料）の借入残高のある事業者のうち、売上高５％以上減少の者」

③据置期間の延長 ３年以内⇒５年以内
④無保証料期間の延長 ５年⇒１０年

※既実行分も
2/14に遡り適用

※以下の資金も拡充

●中部地震被災企業向けの災害等緊急対策資金
①融資期間の延長 １０年以内⇒１２年以内（運転資金）
②据置期間の延長 ３年以内⇒５年以内

●中小企業小口融資
「中小企業小口融資」に係る利子を市町村と協調して支援する（１／２間接補助）。

問い合わせ先 県庁企業支援課 ０８５７－２６－７２４９
GWも含め当面毎日対応 6



新型コロナウイルス感染拡大を受けて影響を受けて
いる、休業中の従業員等に対して、農林水産分野で
雇用の受け皿づくりを行い、働く場の環境整備を行い
ます。

◆農林水産業者、農協、森林組合、漁協等

（事業内容）
新型コロナウイルス感染拡大により休業などの

影響を受けた従業員等を、農林水産業分野で臨時的
に雇用する場合の経費を補助
（雇用する方の条件）

県、ハローワーク、農協が設置している無料職業
紹介所に求人票を提出していること
（対象経費）

臨時的に雇用した方の ①人件費 ②交通費
（補助率）

補助率１／２（補助金の上限あり）
（対象者数及び雇用期間）

１００名程度、１人あたり最大１ヶ月まで

申請者

事業の目的

支援の内容

令和２年４月２４日～

募集期間

流れ

資料提出・問い合わせ先
農林水産部とっとり農業戦略課

鳥取県鳥取市東町１丁目２２０
電話：（０８５７）２６‐７２５６
電子メール： nougyousenryaku@pref.tottori.ｌｇ.jp

緊急雇用対策農林水産ささえあい事業

（うち緊急雇用農林水産業雇用事業）



とっとりアート緊急支援プロジェクト

アートの灯を守る︕とっとりアート⽀援事業
無観客公演・展示等の映像配信の経費を支援

予算額 500万円／補助率10/10（上限50万円）

とっとり発コロナ危機打破︕アート活動⽀援事業
県内の文化芸術活動者がコロナ感染拡大により表現の場を失って
いる県外の活動者と連携し、鳥取の地から文化・芸術を発信する
取組を支援
予算額 700万円／補助率10/10（上限350万円）

芸術家や文化芸術団体の活動の場が
失われ、文化芸術の灯が消える

⇒鳥取県において、安心して文化
芸術活動が継続できる環境整備

新型コロナウィルス
感染拡大のため

イベントや公演の
中止、延期


